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１． はじめに

情報化施工とは，調査，設計，施工，維持管理
という建設生産プロセスのうち「施工」に注目
し，ICT（情報通信技術）の活用により各プロセ
スから得られる情報を活用して高効率・高精度な
施工を実現し，さらに施工で得られる電子情報を
他のプロセスに活用することによって，建設生産
プロセス全体における生産性の向上とともに，透
明性の向上や品質の確保が期待されているシステ
ムである。
情報化施工は大きく分類すると，ICTを用いて

建設機械の作業装置を自動制御するなどの「施工

に活用する技術」と施工の状況や結果の３次元座
標情報などを計測・処理して「施工管理に活用す
る技術」に分けることができ，代表的なものとし
て，次の技術がある。

� 施工に活用する技術
� マシンコントロール（MC）技術（モータグ
レーダ，ブルドーザ等）

� マシンガイダンス（MG）技術（ブルドー
ザ，バックホウ等）

� 施工管理に活用する技術
� TS（トータルステーション）による出来形
管理技術（以下「TS出来形」という）

� TS・GNSS（衛星測位システム）による締固
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め管理技術（以下「TS・GNSS締固め」という）
「施工に活用する技術」は施工の効率化，施工

精度の向上，安全性の向上，トレーサビリティー
の確保など，「施工管理に活用する技術」は作業
の効率化，品質の確保などが期待されている。ま
た，これら技術から得られる情報の活用により，
施工現場における技術的な判断の高度化・迅速
化，施工の見える化が期待されており，施工現場
の仕事のやり方を大きく変革する可能性のあるシ
ステムである。
国土交通省では，情報化施工の本格的普及を目

指し，産学官による「情報化施工推進会議（委員
長：建山和由 立命館大学教授）」を設置して，情
報化施工の戦略的な推進の指針となる「情報化施
工推進戦略」（以下「推進戦略」という）を平成
２０年７月に策定した。
さらに，平成２２年８月には，技術ごとの普及状

況等を勘案し，新たな普及方針をとりまとめた
「情報化施工技術の一般化・実用化の推進につい
て」（平成２２年８月２日付け国官技第１１３号，国総
施第３１号。以下「通達文書」という）を各地方整
備局等に通知し，情報化施工の普及を積極的に推
進している。
この通達文書では，MC技術（モータグレー

ダ）とTS出来形（土工）を平成２５年度に一般化
する情報化施工技術（以下「一般化推進技術）と
いう）に，MC／MG技術（ブルドーザ）とMG技
術（バックホウ）とTS・GNSS締固めを早期実用
化に向けて検討を進める情報化施工技術（以下
「実用化検討技術」という）に位置付けて一般
化・実用化を推進している。
本稿では，直轄工事における情報化施工の実施

状況と試験施工のアンケート調査から情報化施工
の効果について報告する。

情報化施工の実施状況

推進戦略の策定以降，技術の検証，効果や課
題，適用範囲の把握，技術の周知，人材育成等を

目的に，直轄工事で情報化施工を活用する試験施
工工事を実施している。情報化施工技術の活用工
事件数を図―２（工種別），図―３（競争参加資
格別）に示す。なお，工事件数は，契約年度別に
整理している。平成２３年度は平成２３年１１月末現在
の件数である。
平成２２年度の情報化施工技術の活用工事件数は

３３６件であり，平成２１年度に比べて１．７倍となって
おり，推進戦略の策定以降，急速に増加している。
情報化施工技術の活用工事件数の工種内訳は，

土工（河川土工，道路土工）が２倍に増加してお
り，競争参加資格別では，一般土木B・C，舗装
Aに該当する施工者が大幅に増加している。これ
は通達文書で位置付けた一般化推進技術（MC技
術（モータグレーダ），TS出来形（土工））の活
用が大きく伸びたためと考えられる。
また，情報化施工技術の総活用回数を図―４

（発注者指定型と施工者希望型の推移），図―５
（発注者指定型と施工者希望型の割合）に示す。

図―３ 情報化施工技術の活用工事件数
（競争参加資格別）

図―２ 情報化施工技術の活用工事件数
（工種別）

施工の品質管理 特集

建設マネジメント技術 2012年 2月号 １９



３．
なお，１工事で複数技術を活用する場合もあるた
め，工事件数と回数は同数にならない。
平成２２年度の情報化施工技術の総活用回数は

４３４回であり，平成２１年度に比べて１．５倍に増加し
ている。発注者指定型と施工者希望型の割合は，
施工者希望型が３９％から５４％となり，施工者が自

らの判断で情報化施工を導入している割合が１５ポ
イント増加している。
これは地方整備局等や業界団体等が実施する情

報化施工の現場見学，講習会，シンポジウムなど
による情報化施工のさまざまなメリットに関する
認識の広がりと，情報化施工の導入に関して実施
している工事成績評定などのインセンティブの効
果と考えられる。
主な情報化施工技術の総活用回数を図―６に示

す。
平成２２年度の情報化施工技術別の活用回数は，

平成２１年度と比較し，一般化推進技術について
は，MC技術（モータグレーダ）が２６回から５３
回，TS出来形（土工）が１０３回から２１３回となり，
いずれも約２倍に増加している。実用化検討技術
については，MC技術（ブルドーザ）が２１回から
２９回となり１．４倍に増加，MG技術（バックホウ
（３D））が１０回から１９回となり回数は少ないが約
２倍に増加，TS・GNSS締固めが８５回から８２回と
なりほぼ同数である。

情報化施工の効果

平成２２年度に実施した試験施工のアンケート調
査から，施工者を対象に実施した活用目的と効果
に関する結果を報告する。

図―４ 情報化施工技術の総活用回数
（発注者指定型と施工者希望型の推移）

図―５ 情報化施工技術の総活用回数
（発注者指定型と施工者希望型の割合）

図―６ 主な情報化施工技術の総活用回数
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� 施工者希望型の場合の活用目的
施工者希望型で情報化施工技術を活用した場合

の施工者の活用目的について，アンケート調査し
た結果を図―７に示す。複数回答可で調査した結
果である。
一般化推進技術の活用目的を見ると，MC技術

（モータグレーダ）およびTS出来形（土工）は
「情報化施工の経験・人材育成」や「工事成績で
の加点」を活用目的としている場合が多くなって
いる。また，MC技術（モータグレーダ）は「総
合評価での加点」，TS出来形（土工）は「作業時
間短縮，丁張りの省略」も多くなっている。
実用化検討技術の活用目的を見ると，MG技術

（バックホウ（３D））は「作業時間短縮，丁張り
の省略」と「情報化施工の経験・人材育成」，MC
／MG技術（ブルドーザ）とTS・GNSS締固めは
「施工品質の向上」と「作業時間短縮，丁張りの
省略」が多くなっている。MC／MG技術（ブルド
ーザ）は「安全性の向上」も多くなっている。

� MC技術（モータグレーダ）
MC技術（モータグレーダ）を活用した場合の

作業プロセスの変化を図―８に示す。
MC技術（モータグレーダ）を活用した路盤工

について，施工者の全て（６者中６者）が「従来

と比べて効率化した」と回答している。作業プロ
セス別に見ると，丁張り設置作業は施工者の全て
（６者）が「従来と比べて効率化した」と回答，
施工中の計測作業は５者が「従来と比べて効率化
した」と回答している。工事基準点の設置作業は
２者が「従来と比べて非効率となった」と回答し
ている。

MC技術（モータグレーダ）を活用した場合の
作業プロセス以外の変化（補助作業員，施工品質
（精度），安全性）を図―９に示す。
補助作業員は３者が「従来と比べて減少した」

と回答している。施工品質（精度）は５者が「従

図―７ 施工者希望型の活用目的

図―８ 作業プロセスの変化
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来と比べて施工品質（精度）は向上した」と回答
している。安全性は５者が「従来と比べて安全性
は向上した」と回答している。

� MC／MG技術（ブルドーザ）
MC／MG技術（ブルドーザ（３D））を活用した
場合の作業プロセスの変化を図―１０に示す。

MC／MG技術（ブルドーザ（３D））を活用した
敷均し作業について，施工者の５者中４者が「従
来と比べて効率化した」と回答している。作業プ
ロセス別に見ると，施工中の出来形計測は３者が
「従来と比べて効率化した」と回答している。事
務所内準備作業は１者，工事基準点の設置作業は
２者が「従来と比べて非効率となった」と回答し
ている。

MC／MG技術（ブルドーザ（３D））を活用した

場合の作業プロセス以外の変化（補助作業員，施
工品質（精度），安全性）を図―１１に示す。
補助作業員は２者が「従来と比べて効率化した」

と回答している。施工品質（精度）は３者が「従
来と比べて施工精度は向上した」と回答している。
安全性は４者が「従来と変わらない」あるいは
「従来と比べて安全性は向上した」と回答してい
るが，「従来と比べて安全性は低下した」とする
回答も１者存在する。これは，画面を注視するこ
とで安全確認が疎かになることを懸念した意見で
ある。

� MG技術（バックホウ）
MG技術（バックホウ（３D））を活用した場合
の作業プロセスの変化を図―１２に示す。

MG技術（バックホウ（３D））を活用した掘削

図―９ 作業プロセス以外の変化 図―１１ 作業プロセス以外の変化

図―１０ 作業プロセスの変化 図―１２ 作業プロセスの変化
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工・法面整形工は，施工者の全て（９者中９者）
が「従来と比べて効率化した」と回答している。
作業プロセス別に見ると，施工中の出来形確認作
業は８者が「従来と比べて効率化した」と回答し
ている。事務所内準備作業は２者，工事基準点の
設置作業，発注者への提出資料は３者が「従来と
比べて非効率となった」と回答している。

MG技術（バックホウ（３D））を活用した場合
の作業プロセス以外の変化（補助作業員，施工品
質（精度），安全性）を図―１３に示す。
補助作業員は６者が「従来と比べて効率化した」
と回答している。施工品質（精度）は施工者の５
者が「従来と比べて施工精度は向上した」と回答
している。安全性は施工者の７者が「従来と比べ
て安全性は向上した」と回答している。

� TS出来形（土工）
TS出来形（土工）を活用した場合の作業プロ
セスの変化を図―１４に示す。

TS出来形（土工）を活用した出来形管理作業
について，施工者の約６割（４３者中２４者）が「従

来と比べて効率化した」と回答している。
作業プロセス別に見ると，施工中の出来形確認

作業は約５割（２１者），出来形帳票作成作業は約
７割（２９者）が「従来と比べて効率化した」と回
答している。監督・検査職員の立会いは約４割
（１７者）が「従来と比べて効率化した」と回答し
ている。
事務所内準備作業，工事基準点の設置作業，発

注者への提出資料は「従来に比べて非効率となっ
た」とする回答が「従来と比べて効率化した」を
上回っている。事務所内準備作業，発注者への提
出資料が「従来と比べて非効率となった」とする
回答は未経験者が多くなっており，経験を積むこ
とで作業に習熟することにより改善していくこと
が期待できる。

TS出来形（土工）を活用した場合の作業プロ
セス以外の変化（計測要員）を図―１５に示す。
計測要員については４割（１６者）が「従来と比

べて効率化した」と回答している。

図―１３ 作業プロセス以外の変化
図―１４ 作業プロセスの変化

図―１５ 作業プロセス以外の変化
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� TS・GNSS締固め
TS・GNSS締固めを活用した場合の作業プロセ

スの変化を図―１６に示す。
TS・GNSS締固めを活用した盛土の締固め作業

について，施工者の９者中６者が「従来と比べて
効率化した」と回答している。作業プロセス別に
見ると，施工中の回数管理作業は６者，品質帳票
作成作業は７者が「従来と比べて効率化した」と
回答している。事務所内準備作業は３者，工事基
準点の設置作業および発注者への提出資料は２者
が「従来と比べて非効率となった」と回答してい
る。

TS・GNSS締固めを活用した場合の作業プロセ
ス以外の変化（補助作業員，施工品質（均質
化），安全性）を図―１７に示す。
補助作業員は３者が「従来と比べて効率化し

た」と回答している。施工品質（均質化）は１０者
中９者が「従来より均一化」と回答している。安
全性は１０者中２者が「従来と比べて安全性は向上
した」と回答しているが，「従来と比べて安全性
は低下した」との回答も２者存在する。これは，
MC／MG技術（ブルドーザ（３D））と同様に画面
を注視することで安全確認が疎かになることを懸
念した意見である。

おわりに

平成２０年７月に推進戦略を策定してから３年半
が経過した。直轄工事における情報化施工の活用
件数は推進戦略策定前と比べ大きく増加してお
り，一部の大規模工事で活用していた状況から土
工や舗装工の施工現場で広く活用が進みつつある
状況である。また，情報化施工を単に導入するだ
けでなく，うまく活用して大きな効果を上げてい
る事例も出てきている。
一方，情報化施工機器の普及も進みつつあるも

のの，活用件数の増加もあり，受発注者ともに情
報化施工機器の調達環境を課題とする意見が依然
として多い状況にある。
このような状況を踏まえ，これまでの情報化施

工の普及推進の取り組みを継続して進めるととも
に，情報化施工を活用することで受発注者が効果
を実感できる，情報化施工の特性を活かした，新
たな取り組みについても検討を進めていくことが
必要である。

参考
国土交通省HP情報化施工の本格普及に向けた取
り組み（http : //www.mlit.go.jp/sogoseisaku/ken
setsusekou/kondankai/ICTsougou.htm）

図―１６ 作業プロセスの変化
図―１７ 作業プロセス以外の変化
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